






要約:川崎病は感染症およびそれに伴う免疫反応によって成立しているとされている。一方,

本症が文明先進国に多いことから文明病の感が強いことが指摘されている。われわれは川

崎病患児口腔内から高率に検出されるサンギス菌と昭和 35 年頃から急速に生産が増加し,

われわれの衣食住に深いかかわりをもつ合成洗剤との関連性を検討した結果,サンギス菌

産生の Glucan が界面活性剤の影響をうけ,本症の発症に関与している可能性があることを

指摘した。 


